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前向きな「未来の形」にする県政進展！
　令和4年度が始まり、新政あいち県議団は長江
正成（瀬戸市4期）を団長に選出し、新たな体制
が始動しました。新型コロナウイルス感染症は一
頃よりは落ち着いているとはいうものの、引き続
き警戒を怠ることができない状況である中、ロシ
アのウクライナ侵攻により国際情勢の不安定感が
強まり、物価も上昇傾向を続けるなど、内外で不
安要素を抱える新年度のスタートとなりました。
　5月27日に召集された臨時議会では、コロナ関
連補正予算と同時に今年度の県議会議長、各委員
会の構成などの議会人事を決議しました。

　また、6月15日から7月4日の日程で6月定例議会
が開催され、明治用水頭首工の漏水対応、原油価
格・物価高騰への対応、コロナ対応等のための補
正予算約170億円ほかが可決されました。
　今年度の新政あいち県議団は、①感染防止と社
会経済活動の両立に向けた対応と対策、②部会・
総務会・政策調査会の充実、③政策推進議員連盟
での調査研究活動の推進、④議員活動がわかる広
報戦略（県民への周知）の推進、を4本柱として
運営してまいります。引き続きのご支援をどうぞ
よろしくお願い申し上げます。
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県
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農
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よ
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へ
要
望
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　私たちの県議団には次の７つの政策推進議員連盟
（議連）があります。①観光・地域振興、②多文化
共生、③健康と食、④中小企業振興、⑤介護、⑥私
学振興 子育て支援、⑦子ども・若者、の各議連で
す。議員はそれぞれの問題意識によって各議連に所
属し、調査・研究を行い政策推進に生かしていま
す。今年度の私たち県議団運営方針４本柱の一つが
「政策推進議員連盟での調査研究活動の推進」で
す。皆さまのお声をお聞かせいただきながら、議連
活動にも力を入れていきます。

◆
東
海
農
政
局
へ
要
望（
5
月
23
日
）

　
5
月
17
日
に
発
生
し
た
明
治
用
水
頭
首
工
に
お
け
る
大
規
模
な
漏

水
に
よ
り
、農
業
用
水
、工
業
用
水

の
供
給
地
域
で
は
必
要
な
水
量
の

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、東
海
農
政
局
長
に
対
し
、適
時

適
切
な
情
報
提
供
、抜
本
的
な
対

策
、救
済
・
支
援
策
を
要
望
。大村知事に要望書を提出する新政あいち県議団  新五役

東海農政局長に要望書を
提出する長江団長

新政あいち県議団　政策推進議員連盟新政あいち県議団　政策推進議員連盟

理事

◆
大
村
知
事
へ
要
望（
6
月
7
日
）

　
ま
た
、事
態
の
長
期
化
が
懸
念
さ

れ
る
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、大

村
知
事
に
対
し
、危
機
管
理
に
関
す

る
体
制
強
化
、用
水
利
用
者
及
び
受

水
事
業
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
強
化
、安
定
的
な
水
量
確
保
に
つ

い
て
引
き
続
き
国
へ
の
申
し
入
れ
を

要
望
。 
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高
木
ひ
ろ
し
議

員
（
瑞
穂
区
、
5

期
）は
、2
0
2
6

年
に
向
け
て
建
設

が
始
ま
る
県
新
体

育
館
に
つ
い
て
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
反
す
る
大
階
段
上
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
の
改
善
策
を
県
に
迫
っ
た
。県
は

ス
ロ
ー
プ
、エ
ス
カ
レ
ー
タ
の
併
設
、エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
大
型
化
、1
階
に
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
追
加
な
ど
を
約
束
し
、今
後

も
事
業
者（
愛
知
国
際
ア
リ
ー
ナ
）と
障

が
い
者
団
体
な
ど
と
の
協
議
を
継
続
す

る
方
針
を
示
し
た
。

　

ま
た
、設
楽
ダ
ム
の
事
業
費
増
と
工

期
延
長
に
関
し
て
も
質
問
。ダ
ム
の
安

全
性
や
費
用
対
効
果
の
再
検
証
が
必
要

な
こ
と
な
ど
を
提
起
し
た
。

　

森
井
元
志
議
員

（
守
山
区
、４
期
）

は
、医
療
現
場
の

D
X
、ス
マ
ー
ト

ホ
ス
ピ
タ
ル
は
、

「
施
設
福
祉
」か
ら「
地
域
福
祉
」へ
と
変

わ
る
障
害
者
福
祉
の
現
場
で
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。県
で
は
昨
年

度
か
ら
医
療
療
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
ス

マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

「
こ
の
は
ネ
ッ
ト
」を
展
開
し
て
い
る
。

今
後
県
で
は
、市
町
村
の
運
用
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
の
接
続
な
ど
、同
ネ
ッ
ト
を

拡
充
す
る
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

他
に
は
既
存
産
業
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
出
の
取
組
に
つ
い
て
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
社
会
で
の
愛
知
県
証
紙
の
あ

り
か
た
に
つ
い
て
も
県
を
質
し
た
。

　

廣
田
　
勉
議
員

（
豊
橋
市
、１
期
）

は
、近
年
、地
域
公

共
交
通
を
取
り
巻

く
環
境
は
、よ
り

一
層
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、公
的
主

体
の
責
任
や
役
割
を
よ
り
明
確
に
し
な

が
ら
積
極
的
に
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、公
の
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
質
問
し
た
。答
弁
で
は
公
共
交

通
の
確
保
・
充
実
に
向
け
、こ
れ
ま
で
以

上
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、地
域
の
実
情
を
し
っ
か

り
把
握
し
、関
心
を
持
っ
て
目
を
向
け

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、官
民
連
携
の

在
り
方
を
含
め
、さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ

公
共
交
通
の
利
用
促
進
の
た
め
の
支
援

の
形
を
構
築
し
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く

要
望
し
た
。

　

朝
倉
浩
一
議
員

（
半
田
市
、２
期
）

は
、外
国
人
の
子

ど
も
た
ち
が
通
え

る
地
域
日
本
語
教

室
の
普
及
に
向
け
た
取
組
状
況
と
小
中

学
校
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
取
組
状

況
と
、プ
レ
ス
ク
ー
ル
の
普
及
に
向
け

た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　

プ
レ
ス
ク
ー
ル
は
、外
国
人
の
子
供

が
小
学
校
入
学
後
の
生
活
に
適
応
す
る

た
め
の
重
要
な
学
び
の
場
で
、今
後
、市

町
村
に
お
い
て
増
加
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
の
で
、国
庫
補
助
事
業
を
活
用

し
、プ
レ
ス
ク
ー
ル
に
対
す
る
支
援
が

で
き
る
よ
う
、県
教
育
委
員
会
と
し
て
、

外
国
人
の
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
学
校

生
活
を
送
り
、成
長
し
て
い
け
る
よ
う
、

日
本
語
教
育
の
充
実
を
図
る
と
答
弁
。

　

お
お
た
け
り
え

議
員（
豊
川
市
、２

期
）は
、I
C
T
教

育
の
市
町
村
格
差

の
解
消
に
向
け

て
、研
修
体
制
、外
部
人
材
の
派
遣
や
マ

ッ
チ
ン
グ
、先
進
事
例
紹
介
な
ど
、県
が

役
割
を
果
た
す
べ
き
と
提
案
し
た
の
に

対
し
、教
育
長
は
、今
年
度
か
ら
新
た
に

「
I
C
T
教
育
推
進
課
」を
設
置
し
、

I
C
T
環
境
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、効
果
的
な
研
修
に
よ
る
教
員
の

I
C
T
指
導
力
の
向
上
、さ
ら
に
は
外

部
の
人
材
や
学
習
用
ツ
ー
ル
の
積
極
的

活
用
に
よ
り
、小
・
中
・
高
校
を
通
じ
て
、

質
の
高
い
I
C
T
教
育
を
切
れ
目
な
く

行
っ
て
い
く
と
答
え
た
。

（
6
月
17
日 

本
会
議
）

新
政
あ
い
ち
県
議
団 

代
表
質
問
か
ら

福田  よしお
総務会長

詳
し
く
は
愛
知
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/gikai/

　
　
　

県
内
の
経
済
活
動
を
守
り
抜
く

た
め
に
、中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
資
金

繰
り
を
支
援
す
る
県
融
資
制
度
の
拡
充
、

休
業
要
請
等
に
よ
り
協
力
金
と
応
援

金
を
3
，9
0
0
億
円
以
上
支
給
し
た

り
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
旅
行
の
割
引

等
を
行
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、そ
し
て
11
月

の
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
の
開
園
を
活
か
し
て

「
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
の
あ
る
愛
知
」の
魅
力

を
国
内
外
に
向
け
て
発
信
し
、観
光
消
費

の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
　

発
災
直
後
の
１７
日
深
夜
古
本
副
知

　
　
　
　

中
高
一
貫
校
は
進
路
選
択
の

幅
が
広
が
る
、中
高
６
年
間
の
ゆ
と
り
あ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す
る
こ
と
で

「
探
究
的
で
深
い
学
び
」が
可
能
と
な
る

が
、受
験
の
低
年
齢
化
や
大
学
受
験
を
意

識
し
学
習
進
度
が
早
く
な
り
す
ぎ
る
可

能
性
が
あ
る
。ま
た
併
設
中
学
校
に
中
学

生
の
指
導
に
長
け
た
高
校
教
員
を
配
置

す
る
た
め
、中
・
高
の
人
事
交
流
を
行
い

中
学
生
を
指
導
で
き
る
高
校
教
員
の
育

成
を
進
め
る
。

　
　
　
　

交
通
事
故
の
発
生
状
況
、自
動

車
や
歩
行
者
等
の
交
通
量
、道
路
形
状
等

を
踏
ま
え
た
上
で
、交
通
取
締
り
と「
歩

車
分
離
式
信
号
」の
設
置
や
信
号
灯
器
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、横
断
歩
道
等
の
道
路
標
識
・

標
示
の
更
新
整
備
な
ど
交
通
安
全
施
設

の
視
認
性
を
高
め
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
差

点
の
存
在
を
認
識
さ
せ
、ソ
フ
ト
、ハ
ー

ド
対
策
の
両
面
で
交
差
点
対
策
を
推
進

し
交
通
死
亡
事
故
を
抑
止
し
て
行
く
。

８
月
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
理
解
促
進
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、９
月
か
ら
支
援
者
を
対

象
と
し
た
研
修
を
開
催
し
て
市
町
村
職

員
、児
童
福
祉
関
係
者
の
ほ
か
教
育
委
員

会
と
連
携
し
て
小・中・高
等
学
校
の
教
員

に
も
参
加
を
呼
び
か
け
る
。ま
た
子
ど
も

向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、小
・
中
・

高
校
な
ど
約
54
万
人
の
児
童
・
生
徒
に
配

布
し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早
期
に
発

見
・
把
握
し
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
。

　
　
　
　

県
立
学
校
は
教
員
が
出
退
勤

時
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
電
源
オ
ン
・
オ

フ
で
在
校
時
間
を
客
観
的
に
把
握
し
、教

員
が
自
ら
時
間
外
勤
務
の
従
事
内
容
を

入
力
。市
町
村
立
学
校
は
各
市
町
村
教
委

が
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
に
よ
り
教
員
の
勤
務

実
態
を
把
握
し
、各
学
校
の
業
務
分
担
の

見
直
し
や
適
正
化
を
進
め
て
い
る
。部
活

動
の
地
域
移
行
は
国
の「
地
域
運
動
部
活

動
推
進
事
業
」を
受
託
し
、実
践
研
究
の

成
果
を
踏
ま
え
運
動
部
・
文
化
部
を
問
わ

ず
子
供
た
ち
が
部
活
動
を
通
し
て
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
段
階
的
な
地
域
移
行

を
進
め
て
い
く
。

事
を
現
場
へ
赴
か
せ
る
と
と
も
に
動
画

や
画
像
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
送
信
さ
せ
、

つ
ぶ
さ
に
確
認
し
た
う
え
で
各
局
の
陣

頭
指
揮
を
取
ら
せ
た
。発
生
の
翌
朝
に
は

東
海
農
政
局
に
対
し
仮
設
ポ
ン
プ
の
増

設
を
、中
部
地
方
整
備
局
に
河
道
内
作
業

な
ど
へ
の
全
面
的
な
協
力
を
求
め
る
な

ど
県
民
の
暮
ら
し
や
農
業
、工
業
へ
の
影

響
を
把
握
し
、関
係
機
関
と
の
連
携
や
情

報
共
有
を
迅
速
か
つ
緊
密
に
行
っ
て
い

る
。

　
　
　

新
規
就
農
者
の
相
談
の
窓
口
を

県
内
８
か
所
と
県
農
業
大
学
校
に
農
起

業
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
、就
農
前

の
研
修
や
就
農
時
の
農
地
や
施
設
の
あ

っ
せ
ん
、就
農
後
の
サ
ポ
ー
ト
も
実
施
。

ま
た
有
機
農
業
を
環
境
負
荷
低
減
に
位

置
づ
け
国
の「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」に
よ
り
有
機
農
業
者
を
育
成
す
る

仕
組
み
づ
く
り
と
商
業
施
設
等
と
の
連

携
、消
費
者
の
理
解
を
醸
成
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　

前
年
度
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

中
小
企
業
支
援
等
に
つ
い
て

主
な
質
問
❶

明
治
用
水
頭
首
工
大
規
模
漏
水
の

対
応
に
つ
い
て

主
な
質
問
❷

持
続
的
な
本
県
農
業
の

振
興
に
つ
い
て

主
な
質
問
❸

教
員
の
多
忙
化
解
消
と
部
活
の

地
域
移
行
に
つ
い
て

主
な
質
問
❺

中
高
一
貫
教
育
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

主
な
質
問
❻

「
黄
色
信
号
は
原
則
停
止
」で

事
故
抑
止

主
な
質
問
❼

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
・
取
組

に
つ
い
て

主
な
質
問
❹

安
心
・
安
全
で

「
日
本
一
元
気
な
あ
い
ち
」

め
ざ
し
て

教
育
長

知
事

知
事

知
事

知
事

警
察
本
部
長

教
育
長

（日進市及び愛知郡、２期）
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